
ごあいさつ

■問い合わせ先

悪天候の中、参加していただいた富田の皆様、どうもありがとうございました。

経塚・鷹匠グループ

◎気持ちのよい風景

などなど

分井グループ

◎気持ちのよい風景

東光院グループ

◎気持ちのよい風景

△気になる風景

◇

（経塚・鷹匠
チーム）

◇

（分井チーム）

◇

分井チーム）

◇

（東光院チーム）

◎他にも、載せきれない沢山の意見を頂きました！

■ワークショップの内容

まちあるきのルート

自己紹介 まち歩き グループ議論 発表

■日時

次回も、たくさんのご参加をお待ちしています。

▼ごあいさつ

▼景観まちづくりワークショップとは？

▼ワークショップの様子

▼参加した方の声

富田レター編集：京都大学

▼次回予告！

▼発見した風景

景観まちづくりワークショップ
第一回in富田 10月17日（土）

富田 LETTER Vol.1

てるてる坊主をつるして
お待ちしてまーす！



町全体を見渡せる眺望を大切に
川辺をきれいにする

育まれてきた文化・風習を残す

農村景観を残す
その他

富田あるべき姿富田の大切なもの

ごあいさつ

■問い合わせ先

日時

▼ごあいさつ

▼ワークショップの様子

▼参加した方の声

富田レター編集：京都大学生(田中)

▼次回予告！

▼ワークショップで得られた意見

第3位：伊藤家(13票) 第4位：大円寺(12票)

宿題写真を見合いっこ 富田の大切なもの 富田あるべき姿

富田 LETTER Vol.2
景観まちづくりワークショップ
第二回in富田 11月7日（土）

▼投票数の多かった宿題写真と撮影場所

朝霧（2票）

感想文の一部抜粋

一本松的場より（4票） 岩村茶寮より（3票）

第1位：展望台

朝霧

第3位：伊藤家

岩村茶寮

第6位：的場碑

的場より

第5位：経塚
第4位：大円寺

第2位：岩村ダム
(地図外)

ワークショップの内容

眺望
I

水辺

里山

景物

伝統行事

第1位：展望台(25票) 第2位：岩村ダム(15票)

住民の皆さんに
選ばれた写真

学生の視点で
選ばれた写真

写真の撮影場
所

（地図外は省略）



富田レター編集：京都大学学生(田中)

富田 LETTER Vol.３
景観まちづくりワークショップ
第三回in富田 12月6日（日）

感想文の一部抜粋

ごあいさつ

ワークショップの様子

参加した方の声

編集後記

村づくりの長期目標を考える! アクションプランを立てる! アクションプランへの投票

ワークショップでのご意見

里山・棚田・水元が一体
となった自然のまち富田

農村生活日本一

長期目標 アクションプラン

農業と観光のバランス

宿題作文の公開

○今ある故郷の景観を残す;

○手が行き届いた農村景観を残す；
○農の営みを継承する；
○伝統的な行事を残す （時代に合わせて続けられてきた）
○これからも地域のつながり、助け合いを大切にする
○次世代の人材を育成する；

○農業促進とブランディング；
○協力体制の構築；
○交流の推進；
○次世代の育成；
○眺めのいい場所の景観整備；

農業生産

来客

景観購買

お題２そのためにみんなでできること、したいこと

お題1「これからの富田はこうあってほしい」「富田のこれを残したい」
～2票… ×1
3～5票… ×2
6票～… ×3



この“富田レター”では富田で開催している「景観まちづくりワークショップ」の様子をお伝えします。

このワークショップは、恵那市と4大学（岐阜大学・京都大学・日本大学・早稲田大学）が主催する、景観計画の策定のためのワー

クショップです。

恵那市ではH20年度より、「景観法」にもとづく景観計画の検討を進めています。この計画は、単に見た目の印象を整えるため

のものではなく、恵那市の自然と歴史を踏まえた、今後の産業や暮らしのあり方の指針となるものです。具体的には「山、農地、

里、まちのつながりを大切にし、そこでの人々の暮らしが見える風景」を基本的考え方として、地域自治区制度を活用しながら策

定をすすめていきます。

・恵那市役所都市整備課 TEL 0570-26-2111, 
・岩村振興事務所振興課 TEL 0573-43-2111, 
・京都大学大学院景観設計学研究室 TEL 075-383-3329 富田レター編集：京都大学学生

たくさんのご参加、本当に
ありがとうございました

企業が農業に参入し景観を
破壊するようなことのないよう
景観計画ができ，景観法で保
護できるようお願いしたい。

富田 LETTER Vol.４
景観まちづくりワークショップ
第四回in富田 3月28日（日）

毎回WSに参加して計画素案
ができたのですが、文章にす
ると、まだまだしっかりとした
計画を作る必要を感じました。

理想と現実問題の差が
大きく，長い時間と人の
力，知恵が多いに必要
と思います。

これまでの３回のWSでどのようなことをしてきたのか、また
どのような成果ができたのかを、皆さんにご報告しました。

前回までの成果に対して、小目標、大目標、合言葉、アク
ションプランの確認とあらたな提案を行いました。各班白熱
した議論が展開されました。

富田のよさを一目で伝える地域絵図を確認してもらい、
どのようにすればよりよく伝わるのかを話し合ってもらい
ました。

今回の報告会の目的は、これまで３回にわたって行ってきたWSを振り返るとともに、その成果としての景観計画の素案を皆さん
に報告し、一つずつ確認を得ながら、さらによいものにしていくためのアイディアをいただくことです。富田の景観づくりの大目標、
小目標及びアクションプランと合言葉、さらには地域絵図について、さらに良いものにするために、あつく議論していただきました。

▼ごあいさつ

▼今回の報告会の主旨

▼報告会の様子

▼富田景観計画と皆さんの意見

■大目標■

○地域内の助け合い、協力の体制を維持・構築し、持続的な農業

と美しい景観づくりをめざす

○美しい風景のなかで歩き、休息し、地域の人々が交流しあえる

村づくりをめざす

○風景、茅の家などの資産、豊かな食文化、年中行事とイベント

を他地域の方との交流のために活かし育てながら、交流を軸と

した農作物の「販売」、「地産地消」、「米のブランド化」をめざす

■小目標■

○今ある故郷の景観を残す

○交流を軸として農村生活と
観光を結びつける

○伝統的な行事を継承する

■合言葉■（投票数）

○手をいれつなごう農の風景 （9）

○みんなでつくる農村生活日本一 （7）

○里山・棚田・水元が一体となった自然のまち富田 （5）

○農業と観光のバランスのとれた農村 （3）

短くてインパクトがあり、大人も子供も理解できるものがいい

・眺望絶佳 富田富士の里

・いにしえ体験ゾーン 富田農村景観

▼参加した方の声

▼お問い合わせ先

富田のこれからの
参考となるようです。
大いに利用したい
と思います。

▼地域絵図に対するコメント

「個々の農家」が、
農を継承していこう

城下町としての富田の
歴史を・伝承したい

将来、企業が農地を買収
する可能性を見据えた上
で、結びつきを強くしてお
こう！

観光資源などを示す矢印の位置を正確にしてほしい！

① これまでのWSのご報告

③ 地域絵図のご披露

② 景観計画の確認・議論

○手が行き届いた農村景観を
残す

○外からのまなざしを意識する

○農の営みを継承する

○これからの地域のつながり、
助け合いを大切にする

○次世代の人材を育成する

「農業で生活できるような村にしたい」
「これまでの「農」に誇りを持ち、続けていこう」

「農業従事者、文化の継承者を育てる」

○食文化を継承する

○情報発信する

「昔ながらの美しい田園風景・農村景観、史跡や
歴史的な建物などの歴史の風景を残したい」

「四季の移ろいが感じられるようにしたい」

「田、畑、山の管理、草刈が行われていて、荒れた
土地が少ない富田にしたい」
「きれいな川にして、川に子供も魚も取り戻したい」

報告会でのご意見

これまでのWSでのご意見

皆さんの提案

山並みを描いてほしい(特に、富田の象徴である三森山や城山）

棚田の美しさが伝わるような絵図にしてほしい！

小目標の項目

岩村富田地域絵図

空
間

生
業

文
化

報告会でのご意見

報告会でのご意見

報告会でのご意見

「交流」は手段である。本当の目的は、
「地域の自立」だ！！



農村風景の手入れ・景観保全

○景観の保全
・高い建物は建てないようにしよう
・土蔵など古くから残る建物を守ろう
・桜を枯らさない

○地域資源・景観資源への手入れ
・ぼたの手入れ・刈り込み
・共同市道などの草刈、水路の清掃・草刈
・耕作放棄地の手入れ（農業再開、花・・・）
・神社・祠の手入れ
・里山の手入れ

○美しい風景の阻害要因の除去
・みんなで見守ろう富田の風景
→風景カタログの作成
優良家屋・最も美しいボタの表彰

「小さな」ではなく、「直販」という
言葉を用いてほしい。

・恵那市役所都市整備課 TEL 0570-26-2111, 
・岩村振興事務所振興課 TEL 0573-43-2111, 
・京都大学大学院景観設計学研究室 TEL 075-383-3329

▼アクションプランに対するご意見

▼お問い合わせ先

（１）空間

大切にしたいもの アクションプラン

○今ある故郷の景観

・骨格としての地形

・田、里山、川

・添景の樹木、家

・小高い視点場

・景観阻害要素の除去

○手入れされた農村の景観

・荒地のない田、ぼた

・川、里山

・社、石垣

○歴史の景観

・茅葺屋根の家、土蔵

・大円寺、吉田川経塚、的場碑

・銭神様、氏神様、石仏群

・七観音（祭り・八幡神社、白山神社）

・東光院、鐘など

・養蚕（家の形）

○山や樹木の景観

・三森山

・梨の木

・漆洞の山桜、大洞・阿弥陀堂の桜

おもてなしの空間整備

○拠点整備
・眺めのいい場所の景観整備
（木を切る、ベンチを設けるなど）
・休息場所の手入れ（眺めのいい場所、
休める場所、バス停）
・茅の家を使った農業体験の推進
・小さな農産物売り場
・観光案内所をつくる

○回遊路整備
・日常的な散策者のためのモデル・
ウォーキングルートと拠点の明確化（お
堂巡り＋α）
・川縁の散策路、棚田
・農村風景・御嶽山などをみるコースなど
・トイレの設置

○岩村城下と空間的につなぐ
・駐車場、視点場、休憩所の配置計画
・コミュニティバス

（２）生業

（３）文化

合言葉や目標を踏まえた上で、景観計画にかかわる内容のアクションプランを、空間、生業、文化という３項目に分けて議論し、
皆さんにご意見をいただきました。

○農の営みの継承

・富田の新しい事業・計画はすべて
「農」（農業・田畑）を原点とする

・次世代の人材の育成

・荒地のない田

・川、里山の維持管理

・祭りの維持

○地域のつながり・
助け合いを継承

・営農体制

・清掃活動

・行事、祭り

・NPO活動

○季節の風景

・年中行事

・景物

○次世代の育成
・子供たちへの歴史・文化・農業の伝承
（祭りやイベントに子供たちが参加）
・若い人の働き場の確保・農業後継者サポート
・第二種兼業農家の育成
・ボランティアの参加をよびかける

ブランディングによる農業促進
・収穫祭などの米と祭りと販売を結び付けた大きな
イベント・市

（恵那市の特産物との連携で「おいしい米を食べよ
う」イベント・市など）

・作り手の顔の見える販売機会の創出
（採れたものを集めて、みんなで売る！）

・米のブランド化、特産品を開発する（販売品に農村
景観日本一ラベルを張る)

・販売施設を設置する・里山を（きのこや広葉樹など
も）利用する

・きれいな水（富田川）を有効利用する

○伝統的行事
、祭りの風景

・山の神

・「講」

・お堂巡り

○食文化

○交流の推進
・小さな祭への参加促進（新規住民の積極的な参加促進、
組入りへ向けて）
・茅の家を活用した交流拠点づくり
・出身者へのイベントへの参加の呼びかけ
・観光客に富田に住む、あるいは再び訪れ農作業してもらう
ための、長期の体験の推奨

○農村生活文化を活かした観光
・農業体験による交流（田植え・収穫・ぼたの刈り込み
藁にご・米の苗代作り・旧耕作地の手入れ）
・伝統的な食品のつくり方講座（住民同士・来訪者と住民）
（味噌や 米、寒天、干しいもなど保存食等）の開催

・山岡との連携、おばあちゃん市を直販所として活用とか

○情報発信
・リーフレットや絵ハガキの作成。富田の良さを知ってもらう。
・季節ごとの富田の移り変わりや茅葺の屋根でのイベント
（団体での 宿泊等）を写真や文章で、観光協会HPなどを活

用し発信をする。

個としての桜、群としての
山桜をみんなで守ろう。

抽象的な「優良家屋」ではなく、屋根
の形態や色彩など農村風景に調和
した家屋を推奨する。

屋根：切妻、長手方向は既存の家
屋や棚田の向きを考慮、瓦葺もしく
は檜皮葺が理想的。壁面は白色、
木材仕上げが望ましい。

整備のみでなく、保全管理が
重要だ。

美しい水辺に遊び場と散策路を
整備したい。

富田の水田、農村風景、登山、
歴史的なストーリーのあるルート
などを整備したい。

報告会でのご意見

営農組合とともに荒れか
けた耕地を見つける仕組
み、荒れてしまった田畑
を農地に戻す方法を考え
なければいけない。

美しい風景と農との抱き合わ
せで販売しよう。

（手入れの行き届いた耕地で
とれた米だとアピールする。）

現在の生業だけでなく、養蚕等
の過去の生業の記憶も残して
ほしい。

（田の字造りの家屋の保存）

奇抜な色の建物は建てない
ようにしよう。

ぼたではなく、美しい花壇など
ぼた以外の表彰が良い。

富田のみでなく、城山を眺め
られる場所もほしい。

車のための回遊路も考えよう。

「農商の」協力体制の構築、と
したい。

住みたい人に対するサポート
体制を構築しよう。

親子で参加、子供が参加できる
イベントを企画しよう。
（もち投げなど）

学校行事へ組み込もう。

里山を活かした旬のもの、
気候を活かした作物、漬
物などを売り出したい。

民宿体験プログラムを
充実させよう。

(宿泊客が畑の作物を
収穫できる仕組み)

座禅など、お寺での
体験プログラムはどうか。

持続的な農業体制の構築

○協力体制の構築
・土地の管理、荒地をつくらない仕組み
をつくる（営農組合などと連携）
・他地域と連携した地産地消を推進す
る・昔ながらの行事や祭りを継続する
（小さいものも）
・清掃活動（共同市道の草刈、水路の
草刈・掃除）に協力する
・ＮＰＯ活動に協力する

大切にしたいもの アクションプラン
報告会でのご意見

第二種兼業農家は
いらないのではないか。

里山の山桜は管理者がお
らず喪失の危険がある。

ブランディングよりも、地域の
ブランド化の方がわかりやすい。

週末農業なども実施し
よう。

長期滞在プログラム
も考えよう。

何のボランティアを
呼びかけるのか。

富田レター編集：京都大学 村尾




